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ひので映画大使最新版 

 

第３３回映画大使 ｢レ・ミゼラブル｣  

期 日 平成２４年１２月２１日（金）   

場 所 ワーナー・マイカル・シネマズ日の出 

 

【 ストーリー紹介 】 

 長い刑期を終え出所したジャン・バルジャンは、出所後に犯した窃盗を見逃して

くれた司教との出会いを契機に改心を決意。名を変え、市民から慕われる人物に

生まれ変わっていた。しかし、警察署長のジャベールに正体を見破られ、追跡され

る身となってしまう・・。  

 運命の出会いを果たした女性、ファンテーヌから預かった愛娘のコゼットと共に

逃亡生活を続けるバルジャンに待ち受ける運命とは！ 

 文豪ヴィクトル・ユゴ―の小説を基に、世界的ロングランを続けるミュージカルの映画化！ 

（Ｃ） Universal Pictures

 

映画大使の｢感動と感想」をお伝えします。 

このコーナーは、映画を見た感想や感動を、ストーリーは伏せて「みなさん」に紹介するコーナーです。 

 

映画大使の「第一声！｣  

☆ ミュージカルを観た事がなくても、楽しめました！ 

 

☆ キャストの演技と歌声に引き込まれました！ 

 

☆ 心が震える素晴らしい作品でした！ 

 

☆ 時間があっという間に過ぎました！ 

 

☆ 今夜は眠れないくらい感動しました！

今回参加された、映画大使の皆さんです！

今回は最初からフリートーク！ 

・ ミュージカルで有名な本作ですが、私はミュージカル版は観ていないのですが、この映画版、大変素晴らしかったです。オ

ペラなどでもそうですが、当然、生の歌の素晴らしさがあるとは思いますが、映画版ならではの、舞台とは違う感覚があって

良くなる場合もありますよね。 

 

・ 歴史に忠実で、リアルに描かれていました。 

 

・「オペラ座の怪人」も舞台を映画館で上映していましたが、音響がすごく良かったですよ。 

 

・ 俳優さん達は本当に歌っていたの？（歌っているそうです！口パクではなく、心の揺れ動きをリアルに表現するため、実

際にキャストは歌いながら撮影したそうです） 

 

・ ヒュー＝ジャックマンがかっこよかった！！共演者達も皆強烈な個性があって、すごく良かった！ 

 

・ 悪役に見えたジャベール警部（ラッセル＝クロウ）の最後に見せた優しさが印象的でした。 

 

・ とめどなく歌（セリフ）が流れているのに、感情など全てが心に響いてきました。自由がない時代でも若者は夢を見るし、

彼らがこれからの明るい未来を背負っていくんだというまとめ方も良かったです。まだ心臓が震えています！ 

 

・ 字幕を見なくても、感情が伝わってきました。 
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・「命」について考えさせられました。 

 

・ ジャン＝バルジャンは本質的には善だけど、悪いことをしてしまった。逆にジャベール警部は法を守っている点では善だ

けど、善であるバルジャンを執拗に追うという意味では悪となる。そのあたりの様が上手く描写されていましたね。感情的な

音楽も相まって、素晴らしかった。 

 

・ ミュージカルやオペラなどは話の筋が些細でも、音楽や背景などで大きく盛り上げるから、すごいですよね。 

 

・ 邦題が「ああ、無情」ですが、小学校の時に子供向けに訳されたのを読んで、本好きになった、きっかけの作品です。その

本はジャン＝バルジャンの苦労話が主で、「人生って思うようにいかないけど、頑張らなくては」という感想を持ったのを覚え

ていますが、今日映画を観るとかなり印象が違って、登場人物の心理描写がよく描かれていたし、時代の体制に抗いなが

ら力強く生きていく人達の姿を見て、色々な受け止め方が出来る作品で、深さを感じました。 

 

・ 自分が持っていた信念をも揺るがしてしまうのが、人間の尊さというものなのでしょうね。 

 

・ 本当に中身の濃い作品でしたね。 

 

・ 身を落とすファンテーヌが可哀想だった・・ 

 

・ 歌でもアンサンブルになっているところは特によかった！ 

 

・ 片思いのエポニーヌも可哀想だったけど、歌が素晴らしかったですね。 

 

・ 普通のセリフと半々くらいかなと思いましたが、ほとんどが歌でしたね。 

 

・ もう一回観たい！！ 

 

 

まとめ 

 この「レ・ミゼラブル」はミュージカルとして大変有名な作品ですが、私も含め、未見の人は沢山いると思います。単に観る

機会がないとか、はっきり言って、セリフが「歌」の芝居はどうも・・という人もいるでしょう。でも、上映が始まって１０分後に

は作品の世界にどっぷりハマっている自分がいました。セリフのメロディーがどんどん心地よくなる、そんな感じでした。話

自体は分かり易いのですが、しっかり「愛する事、生きる事」というメッセージは伝わりましたし、何より、魂が本当に揺さぶら

れる迫力、セリフが「歌」だから、そのシーンの状況やそのキャラクターの心の声などが歌詞（セリフ）になっているのです

が、心にストレートに入ってくるのが本当に実感できました。「食わず嫌い」の人にも是非観てもらって「ミュージカルデビュ

ー」して欲しいです！ 

  

 

関連ページ: これまでのひので映画大使 

関連ページ: ひので映画大使のトップに戻る 

 

問合わせ先: 教育委員会文化スポーツ課社会教育係 

電話042-597-0511(内線544)

 

前のページへ戻る ¦ ページトップへ
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